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南房総市富浦町青木28番地 

TEL 0470-33-1002 

FAX 0470-20-45919 6 人口の動き 
総人口 
45,484人 

世帯数 
16,884世帯 

男 
21,776人 

女 
23,708人 

（平成18年9月1日現在） 

出生 15人 死亡 53人 転入 77人 転出 84人 

五穀豊穣の舞 五穀豊穣の舞 

大空を泳ぐ！こいのぼり

男児による「賀茂の三番叟」女児による「賀茂の花踊」（丸山地区）

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり
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2 2006年 9 月号

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
で
、
国
民
の
安
心
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
皆

保
険
制
度
を
維
持
し
、
将
来
に
わ
た
り
維
持
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
医
療
給

付
費
の
伸
び
と
国
民
の
負
担
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
に
、
健
康
保
険
法
な
ど
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
10
月
か
ら
変
わ
る
給
付
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

高
額
療
養
費
は
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
医
療
費
の
支
払
い
が
一

定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
超
え
た

金
額
が
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、
70
歳
未
満
の
人

は
左
表
の
と
お
り
自
己
負
担
限
度
額
が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
10
月
１
日
以
降
の
出
産
者
に
つ
い
て
、
現
行
の
30
万
円
か
ら
35
万
円
に
引
き

上
げ
る
条
例
案
を
、
市
議
会
定
例
会
に
提
出
し
、
現
在
審
議
中
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
指
定
す
る
特
定
疾
病
（
血
友
病
な
ど
）
に
よ
り
長
期
治
療
を
要

す
る
患
者
は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
月
額
１
万
円
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
を
要
す
る
患
者
の
う
ち
上
位
所
得
者
に
限
り
、

自
己
負
担
限
度
額
が
月
額
２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
　
特
定
疾
病
認
定
者
に
対
し
、
新
た
な
認
定
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
自
己
負
担
割
合

70
歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得

者
は
、
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が
現
行
の
２
割
負
担
か
ら
３
割

負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

70歳以上または老人保健で医療を受け
る人が療養病床に入院した場合、これま
では食材料費相当（24,000円）のみを負担
していましたが、今回の改正で食費
（42,000円）と居住費（10,000円）を負担
することとなります。
所得の低い人は負担が軽減されます。

※入院医療の必要の高い患者（人工呼吸
器、中心静脈栄養などを要する患者や脊
髄損傷（四肢麻痺が見られる状態）、難病
などの患者）については、現行どおり食
材料費相当のみの負担となります。

70
歳
未
満
の
人

70
歳
以
上
の
人

出
産
育
児
一
時
金

人
工
透
析
患
者
が
必
要
な
上
位
所
得
者
の
自
己
負
担
限
度
額

療養病床入院者の食費・居住費の負担

※1　基礎控除後の総所得金額などが670万円を超える世帯。 
※2　直近1年に高額療養費が4回以上発生した場合、4回目以降の限度額。 

【現　行】 
自己負担限度額（月額） 

 

一 　 　 　 般  

 
 

上 位 所 得 者  

 
 

住民税非課税世帯 

 

40,200円 

 

 

77,700円 

 

24,600円 

3回目まで 4回目以降 

72,300円と 
医療費が241,000円を超えた
場合、超えた分の１％を加算 

139,800円と 
医療費が466,000円を超えた
場合、超えた分の１％を加算 

35,400円 

※2

※1

【10月から】 

 

一 　 　 　 般  

 
 

上 位 所 得 者  

 
 

住民税非課税世帯 

 

44,400円 

 

 

83,400円 

 

3回目まで 4回目以降 

80,100円と 
医療費が267,000円を超えた
場合、超えた分の１％を加算 

150,000円と 
医療費が500,000円を超えた
場合、超えた分の１％を加算 

変更ありません 

※2

※1

住民税非課税世帯 

年金受給額80万円以下など 

老齢福祉年金受給者 

30,000円 

22,000円 

10,000円 

問い合わせ
市民課 TEL33－10511010月から国民健康保険と老人保健の給付が変わります！月から国民健康保険と老人保健の給付が変わります！ 1010月から国民健康保険と老人保健の給付が変わります！月から国民健康保険と老人保健の給付が変わります！ 10月から国民健康保険と老人保健の給付が変わります！ 
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※

自
己
負
担
額
の
定
期
判
定
に
よ
り
、
７
月
に
送
付
し
た
老
人
受
給
者
証
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
の
前
期
高
齢
受
給
者
証
に
、「
３
割
（
平
成
18
年
９
月

30
日
ま
で
は
２
割
）」
と
自
己
負
担
の
割
合
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
老
人
受
給
者
で
負
担
割
合
が
１
割
で
変
更
の
な
か
っ
た
人
に
は
、

新
た
な
受
給
者
証
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
受
給
者
証

を
そ
の
ま
ま
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
（
高
額
医
療
費
）
の
自
己
負
担
限
度
額

高
額
療
養
費
（
老
人
医
療
受
給
者
は
高
額
医
療
費
）
は
、
医
療
費
の
支
払
い

が
一
定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

超
え
た
金
額
が
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、
70
歳

以
上
ま
た
は
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
左
表
の
と
お
り
自
己
負
担
限
度

額
が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
高
額
な
医
療
費
や
出
産
費
用
の
支
払
い
に
お
困
り
の
世
帯
に
対
し
、

無
利
子
に
よ
る
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

国
保
加
入
者
で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
。

貸
付
額

高
額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
９
割
相
当
額
。

貸
付
要
件

市
税
・
国
保
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
。
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貸
付
期
間

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
日
ま
で
、
貸
付
金
と
高
額
療
養
費
を
相
殺
し
返
還
し
ま

す
。

対
象
者

国
保
加
入
者
で
出
産
予
定
日
ま
で
１
カ
月
以
内
ま
た
は
妊
娠
４
カ
月
以
上
で
あ
り
、

出
産
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
医
療
機
関
な
ど
か
ら
請
求
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
。

貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額
の
９
割
相
当
額
。

貸
付
要
件

市
税
・
国
保
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
。

貸
付
期
間

出
産
育
児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
日
ま
で
、
貸
付
金
と
出
産
育
児
一
時
金
を
相
殺
し

返
還
し
ま
す
。

※

申
請
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
総
務
課
で
受
付
し
ま
す
。
貸
付
制
度
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

富山地区平久里中にある、一般病
床35床、療養病床12床、感染病床4
床からなる病院です。診療科目は、
内科・外科・リハビリ・整形外科
（非常勤）で、常勤医師4人、看護師
22人などのスタッフで診療を行って
います。
地域住民の皆さんの健康維持、増

進のお役に立てるよう、特に、救急医療・リハビリ・人間ドック・
在宅医療などに取り組んでいます。
救急医療では、ほかの医療機関のご協力やご支援をいただきなが

ら、救急患者にいつでも対応できるように、当院で可能な範囲での
初期救急診療を行っています。昨年度は、1,400人の夜間・休日の
救急患者の診療を行いました。
また、リハビリを積極的に進め、寝たきり予防に努め、隣接する

保健センター・訪問看護ステーション・ヘルパーステーション・特
別養護老人ホームや地域の医療・介護施設とも連携を取りながら、
地域社会のなかで患者を支える一翼
を担えるよう努めているところです。
人間ドックは、１泊２日と日帰り

コースがあり、病気の早期発見や生
活習慣病の予防に努め、昨年度は
360人の利用がありました。
今後も、より充実した医療サービ

スを提供できるよう努力していきた
いと思います。
問い合わせ 富山国保病院　TEL 58－0301

医
療
費
資
金
・
出
産
資
金
の
貸
付
制
度

診察する鈴木院長

～市立富山国保病院の紹介～

【現　行】 
自己負担限度額（月額） 

一 般  
 

 

一定以上 

所 得 者  
 

 

低所得蠡  

低所得蠢  

12,000円 

 

 

40,200円 

 

 
 

8,000円 

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

72,300円と 
医療費が361,500
円を超えた場合、超
えた分の１％を加算 
（4回目以降は 

40,200円） 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

一 般  
 

 

一定以上 

所 得 者  
 

 

低所得蠡  

低所得蠢  

12,000円 

 

 

44,400円 

 

 

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

80,100円と 
医療費が267,000
円を超えた場合、超
えた分の１％を加算 
（4回目以降は 

44,400円） 

44,400円 

変更ありません 

【10月から】 

医
療
費
資
金

出

産

資

金



介
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介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
基
準
額

を
も
と
に
、
み
な
さ
ん
の
所
得
に
応
じ
て

設
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
所
得
が
低
い
人
の
負
担

能
力
に
よ
り
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ

う
、
保
険
料
段
階
を
見
直
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の

保
険
料
基
準
額
が
改
定
と
な
り
、
市
の
基

準
額
は
４
万
２
１
０
０
円
（
年
額
）
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
税
制
改
正
の
影
響
で
保
険
料
段

階
が
上
が
る
人
（
４
段
階
・
５
段
階
）
に

対
し
、
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

１．

特
別
徴
収
の
人
（
年
金
が
年
額
18
万

円
以
上
の
人
）
に
つ
い
て
は
、
老
齢

（
退
職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
の
支
払
い
（
年
６
回
）
の
際
に
そ
の

支
給
額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。

２．

普
通
徴
収
の
人
（
年
金
額
が
18
万
円

未
満
の
人
・
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
介

護
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た
人
で
、
資

格
取
得
日
か
ら
半
年
以
上
１
年
未
満
の

人
・
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
・

収
入
申
告
に
よ
り
保
険
料
段
階
が
変
更

に
な
っ
た
人
・
年
金
担
保
、
年
金
差
し

止
め
、
現
況
届
未
提
出
な
ど
の
理
由
に

よ
り
年
金
か
ら
保
険
料
を
差
し
引
き
で

き
な
く
な
っ
た
人
）
に
つ
い
て
は
、
先

日
送
付
し
ま
し
た
納
付
書
で
期
日
ま
で

に
納
付
す
る
か
、
口
座
振
替
に
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
口
座
振
替
は
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
指
定
の
金
融
機
関
へ

印
鑑
と
通
帳
、
納
付
書
を
持
参
し
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
介
護
保
険
料
納
入
通
知
に

同
封
い
た
し
ま
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平

成
18
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま

し
た
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
は
、
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

い
つ
か
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安

心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
も
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
料
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

（注）個人住民税における平成18年度からの税制改正（65歳以上の125万円非課税限度額廃止）にともない、住民税
　　　新規課税になる人（5段階該当者)、または新規課税者と同一世帯の人（4段階該当者）について保険料の軽減措置
　　　が実施されます。 
　　　問い合わせ　高齢者福祉課介護保険係　TEL36-1154

平成18年度　介護保険料額一覧 
 

所得段階区分 

 

第 1 段 階  

 

第 2 段 階  

 

第 3 段 階  

 

 

第 4 段 階  

 

 

 
 

第 5 段 階  
 

 

 

第 6 段 階  

 

 
 

①生活保護の受給者 

②老齢福祉年金受給者で住民税世帯非課税の人 

世帯全員が住民税非課税の人で、 

課税年金収入額＋合計所得額が80万円以下の人 

世帯全員が住民税非課税の人で、 

課税年金収入額＋合計所得額が80万円を超える人 
 

本人が住民税非課税の人（基準額） 

（世帯内に住民税が課税されている人がいる） 

 
 

 
 

本人が住民税課税で 

合計所得金額200万円未満の人 

 

 

本人が住民税課税で合計所得金額200万円以上の人 

平成18年度 
 

21,100 

 

21,100 

 

31,600 
 

42,100 

27,800 

27,800 

35,000 

52,700 

31,600 

31,600 

38,400 

45,500 
 

63,200

平成19年度 
 

21,100 

 

21,100 

 

31,600 
 

42,100 

35,000 

35,000 

38,400 

52,700 

42,100 

42,100 

45,500 

48,900 
 

63,200

平成20年度 
 

21,100 

 

21,100 

 

31,600 

 

 

42,100 

 

 

 
 

52,700 

 

 
 

63,200

第1段階からの激変緩和措置 

第2段階からの激変緩和措置 

第3段階からの激変緩和措置 

 

第1段階からの激変緩和措置 

第2段階からの激変緩和措置 

第3段階からの激変緩和措置 

第4段階からの激変緩和措置 

年額保険料（円） 
対　象　者 



介
護
保
険
制
度

▼
制
度
変
更
の
対
象
と
な
る
福
祉
用
具

○
車
い
す
お
よ
び
付
属
品

○
特
殊
寝
台
お
よ
び
付
属
品

○
床
ず
れ
防
止
用
具
お
よ
び
体
位
変
換
器

○
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

○
移
動
用
リ
フ
ト
（
つ
り
具
の
部
分
を
除
く
）

こ
れ
ら
の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
軽
度
者

の
人
（
要
支
援
者
・
要
介
護
１
）
に
つ
い

て
は
、
身
体
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
一
定

の
条
件
（
下
表
参
照
）
に
当
て
は
ま
る
場

合
を
除
き
、
本
年
９
月
末
を
も
っ
て
、
介

護
保
険
で
の
保
険
給
付
が
行
わ
れ
な
く
な

り
ま
す
（
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
人
も
含
む
）。

そ
の
場
合
、
利
用
者
の
選
択
に
よ
り
、

10
月
以
降
は
、
自
費
で
費
用
を
支
払
う
こ

と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
継
続
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

者
ま
た
は
高
齢
者
福
祉
課
（
TEL
36
―
１
１

５
４
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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◆
介
護
保
険
の
福
祉
用
具

貸
与
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

研修日程 10月16日（月）から12月14日（木）まで
研修場所 講義：特別養護老人ホーム　リブ丸山

実習：特別養護老人ホーム　リブ丸山
デイサービスセンターリブ丸山
ホームヘルプサービスリブ丸山　

受 講 科 5万円（テキスト代含む）
申込方法 履歴書（写真貼付）と返信用封筒

（90円切手を貼り、住所氏名を記入したも
の）を郵送またはリブ丸山にお持ちくださ
い。担当者から面接日を連絡します。

問い合わせおよび申込先
〒299－2504 南房総市川谷302－5
特別養護老人ホーム　リブ丸山　担当　小柴
TEL 46－4766

次のような事業予定がある事業者は、10月13日
（金）までに、直接、市役所三芳分庁舎1階高齢者福
祉課介護保険係へ申込みください。なお、詳細につ
いては、市のホームページをご覧ください。

問い合わせ 高齢者福祉課　介護保険係　　
TEL 36－1154

地域密着型サービスを検討中の事業者へ リブ丸山ホームヘルパー養成講座
（2級課程）受講生募集

夜間対応型訪問介護 

小規模多機能型居宅介護 

丸山地区 

富山地区・千倉地区 

1事業所 

各1事業所 

地 域 密 着 型  
サービス事業名  

日常生活圏域 
（整備地区） 事業所数 

 

 

 

 

判定方法 

 

→認定調査結果で判断 

→ケアマネジメントで判断 

 

認定調査結果で判断 

 

 

認定調査結果で判断 

 
 
 

認定調査結果で判断 

　 

 

 

 

 

→ケアマネジメントで判断 

 

 

▼各種目における一定の条件とその判定方法 
種　　目 

 

車いすおよび 

付属品 
 
 

特殊寝台および

付属品 
 

床ずれ防止用具

および 

体位変換器 

 

認知症老人徘徊

感知機器 

 
 

移動用リフト

（つり具の部分 

　を除く） 

一　定　の　条　件 

次のいずれかに該当する人 

○日常的に歩行が困難な人 

○日常生活範囲における移動の支援が特に必要と認められる人 

次のいずれかに該当する人 

○日常的に起きあがりが困難な人 

○日常的に寝返りが困難な人 

 

日常的に寝返りが困難な人 

 

次のいずれにも該当する人 

○意思の伝達、介護者への反応、記憶・理解のいずれかに支障が

　ある人 

○移動において全介助を必要としない人 

次のいずれかに該当する人 

○日常的に立ち上がりが困難な人 

○移乗が一部介助または全介助を必要とする人 

○生活環境において段差の解消が必要と認められる人 

｝ 認定調査結果で判断 



こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制
度
で
行
わ
れ
て

き
た
短
期
入
所
（
宿
泊
を
伴
わ
な
い
）
な

ど
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
日
中
活
動
の
場

と
し
て
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
監
護
す

る
者
が
い
な
い
た
め
、
一
時
的
に
見
守
り

が
必
要
な
障
害
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
社
会
参
加
促
進
事
業
（
自
動
車
運
転
免

許
取
得
・
改
造
助
成
事
業
）

こ
れ
ま
で
千
葉
県
が
実
施
し
て
き
ま
し

た
障
害
者
の
運
転
免
許
の
取
得
お
よ
び
自

動
車
の
改
造
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

○
経
過
的
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

10
月
か
ら
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
が
新

し
い
事
業
に
移
行
す
る
平
成
19
年
３
月
末

ま
で
の
間
、
利
用
者
に
継
続
し
て
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
か

ら
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

に
移
行
し
ま
す
。

※
地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
各
事
業
ご
と

に
利
用
者
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
福
祉
課
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・

精
神
障
害
の
３
障
害
を
一
元
的
に
市
町
村

が
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
、
共
通
の
仕
組
み
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
か
ら
は
、
新
し
い
施
設
体
系
や
事

業
へ
の
移
行
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
ま

す
。
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

〜
新
し
く
始
ま
る
事
業
〜

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

聴
覚
、
言
語
機
能
な
ど
の
障
害
の
た
め
、

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
の
あ
る
障

害
者
な
ど
に
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。

○
経
過
的
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

こ
れ
ま
で
千
葉
県
が
実
施
し
て
き
ま
し

た
精
神
障
害
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業

を
、
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
経
過
的
措
置

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
市
民
が
利
用
で
き

る
の
は
、「
安
房
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
」（
三
芳
病
院
近
く
）
と
「
い
す
き
あ
」

（
館
山
病
院
近
く
）
の
２
カ
所
で
す
。
平

成
19
年
度
か
ら
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
新
た
に
相
談
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

〜
い
ま
ま
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が

再
編
ま
た
は
経
過
措
置
す
る
事
業
〜

○
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

重
度
障
害
者
に
対
し
、
日
常
生
活
上
の

便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
を
給
付
・
貸
与

し
ま
す
。
給
付
品
目
は
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
補
装
具
給
付
制
度
で
給
付
し

て
き
た
左
記
の
種
目
の
も
の
が
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

○
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
訪

問
に
よ
り
居
宅
で
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

○
知
的
障
害
者
職
親
委
託
制
度

知
的
障
害
者
の
自
立
を
図
る
た
め
、
一

定
期
間
事
業
経
営
者
な
ど
（
職
親
）
の
も

と
に
預
か
っ
て
も
ら
い
、
生
活
指
導
や
技

能
習
得
訓
練
な
ど
を
受
け
ま
す
。

○
日
中
一
時
支
援
事
業
（
日
中
活
動
の
場

の
確
保
）

障
害
者
自
立
支
援
法
が
10
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す

点
字
器
・
頭
部
保
護
帽
・
人
工
喉

頭
・
歩
行
補
助
つ
え
（
１
本
づ
え
の

み
）
・
収
尿
器
・
ス
ト
マ
用
装
具

※
　
浴
槽
（
給
湯
器
）、
パ
ソ
コ
ン
に

つ
い
て
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

利
　
用
　
者 

①サービス利用申請 

⑤障害程度区分通知 

⑥サービス利用意向の聴取 

⑧支給決定通知 

②障害程度区分の一時判定 

潺障害程度区分の認定 

⑦支給決定 

市　町　村 市町村審査会 

③障害程度区分の 
　二次判定 

※介護給付を 
　希望する場合のみ 

障
害
者
自
立
支
援
法

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　
TEL

36
―
１
１
５
１
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
手
続
と
決
定
方
法
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区　分 

生 活 保 護  

低 所 得 1  

低 所 得 2  

一 般  

世帯の収入状況 

生活保護受給世帯 

市町村民税非課税世帯で、サービスを利用するご本人の収入が80万円以下の人 

市町村民税非課税世帯（低所得1に該当しないもの） 

市町村民税課税世帯 

 

月額負担上限額 

          　0円 

15,000円 

24,600円 

37,200円 

補装具の利用者負担見込み（原則1割の定率負担と収入に応じた月額負担上限額） 
介護給付・訓練等給付および 

補装具給付 身体障害者の失われた身体機能などを補うための用具（義肢、車椅子、補聴器など）を交付 

※補装具給付は、一定所得以上（納税額が高額な人）の場合は支給対象となりません。9月受付分の申請まで、 
　旧制度で受付ます。 

したり修理する事業です。　 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
の
支
援
を
受
け
る
場
合
に
は
「
介
護
給
付
」、
訓
練
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
場
合
は

「
訓
練
等
給
付
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
利
用
時
の
手
続
き
・
決
定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

居宅介護（ホームヘルプ） 
 

重度訪問介護 

 

行動援護 
 

重度障害者等包括支援 
 

児童デイサービス 

 

短期入所（ショートステイ） 

 

療養介護 

 

生活介護 
 

障害者支援施設での夜間ケア等 

(施設入所支援) 

共同生活介護（ケアホーム） 
 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

 

就労移行支援 
 

就労継続支援 

（Ａ型：雇用型・Ｂ型：非雇用型） 

共同生活援助（グループホーム） 

福祉サービスに係る自立支援給付等の体系 
＜障害福祉サービスの内容＞ 

介
　
　
　
　
護
　
　
　
　
給
　
　
　
　
付 

訓
　
練
　
等
　
給
　
付 

自宅で、入浴、排せつ、食事の介護・外出時の介護などを行います。 

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護など複数のサービスを包括的に行います。 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食事の介護などを行います。 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排

せつ、食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います。 

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避す

るために必要な支援、外出支援を行います。 

障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適

応訓練などを行います。 

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、

入浴、排せつ、食事の介護などを行います。 

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の

管理、看護、介護および日常生活の世話を行います。 

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護など

を行うとともに、創作的活動または生産活動の機会を提供します。 

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護など

を行います。 

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機

能または生活能力の向上のために必要な訓練を行います。 

一般企業などへの就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知

識および能力の向上のために必要な訓練を行います。 

一般企業などでの就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、

知識および能力の向上のために必要な訓練を行います。 

身体・知的障害者デイサービス事業は、平成18年度中は経過的に今までどおり利用できますが、
平成19年度からは、地域生活支援事業の地域活動支援センター事業などへ移行する予定です。 
日帰りの短期入所の利用が、10月からは地域生活支援事業の日中一時支援事業となります。 

※デイサービスと短期入所については、下記のとおりとなります。 
 デイサービス 

短 期 入 所 

10
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
自
立
支
援
法

補
装
具
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
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市
に
配
属
さ
れ
て
い
る
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
う
ち
、
３
人
が
７
月
31

日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
三
芳
地
区
の
メ
リ
ッ
サ
・

リ
ン
・
テ
ィ
ボ
ー
さ
ん
、
千
倉
地
区
の
ジ

ュ
リ
ア
・
ニ
コ
ル
・
バ
ン
ダ
リ
ー
ス
さ

ん
、
和
田
地
区
の
ル
ビ
ン
・
ユ
ー
ジ
ン
・

ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん
で
、
離
任
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
任
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と

し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。

２
人
と
も
早
く
日
本
の
習
慣
や
気
候
に

慣
れ
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

三
芳
中
学
校
に
配
属
さ
れ
た
ワ
ッ
ツ
・

ブ
ラ
ン
デ
ン
さ
ん
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
卒

業
後
、
地
方
裁
判
所
に
勤
務
の
後
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。
日
系
４
世
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
対
し
て
の
興

味
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
語
の
レ
ベ
ル
も
か
な
り
の
も
の

で
す
。

今
後
は
、
小
さ
な
親
善
大
使
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

千
倉
中
学
校
に
配
属
さ
れ
た
パ
ッ
ト
ン

・
メ
ア
リ
ー
さ
ん
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
時

代
に
考
古
学
を
専
攻
し
て
い
て
、
ア
フ
リ

カ
に
発
掘
に
行
っ
た
経
験
も
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
語
や
日
本
文
学
も
勉
強

し
て
い
て
、
特
に
紫
式
部
や
清
少
納
言
の

古
典
文
学
に
興
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
和
田
中
学
校
へ
の
配
属
は
人
選

が
遅
れ
、
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

決
ま
り
次
第
、
紹
介
し
ま
す
。

８
月
29
日
（
火
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
歓
迎
会
が
丸

山
中
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
歓
迎
会
で
は
、
市
関
係
者
を
は

じ
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

千
倉
で
過
ご
し
た
２
年
間
は
非
常
に
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、
子
ど
も
た
ち

を
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
と
国

際
資
源
管
理
を
勉
強
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
捕
鯨
と
い
う
共
通
点
が
あ
る

セ
ン
ト
ル
シ
ア
か
ら
第
１
号
と
し
て
和
田

に
来
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が
無
け
れ
ば
３

年
間
の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
市
川
市
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メリッサ・リン・
ティボーさん
（三芳地区）

ジュリア・ニコル・
バンダリースさん
（千倉地区）

ワッツ・ブランデン　
さん

（三芳地区）

パットン・メアリー　
さん

（千倉地区）

ルビン・ユージン・
ギルバートさん
（和田地区）

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

三
芳
地
区
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
２
年
間

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
空
手
に
も
取
り
組
め
た
こ
と
が
特

に
い
い
思
い
出
で
す
。

帰
国
し
た
ら
専
攻
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
勉
強
や
、
看
護
の
勉
強
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
歓
迎
会

ＡＬＴの皆さん

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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８
月
２
日
（
水
）
栃
木
県
宇
都
宮
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
51
回
全
国
公

立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
定
期
総
会
」

の
席
上
、
丸
山
中
学
校
が
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
に
続
く
文
教
施
設
協
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
市
を
代
表
し
て

青
木
教
育
長
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
、

石
井
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
文
教
施
設
に
関
す
る
総

合
的
な
調
査
研
究
を
行
い
、
教
育
と
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
公
益
法
人
で
す
。

表
彰
は
公
立
学
校
優
良
表
彰
と
し

て
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た

公
立
学
校
施
設
が
対
象
で
、
全
国
で
整

備
さ
れ
る
学
校
施
設
の
中
か
ら
計
画
、

設
計
の
優
れ
た
施
設
を
表
彰
す
る
こ
と

で
、
学
校
教
育
環
境
の
質
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
老
朽
校
舎
の
全
面
改
築
に

際
し
、
数
多
く
の
先
進
校
の
視
察
調
査

な
ど
を
通
じ
て
教
育
シ
ス
テ
ム
の
検
討

を
行
い
独
自
の
中
学
校
施
設
を
実
現

し
、
平
成
17
年
２
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

校
舎
は
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
中
心

に
教
科
の
教
室
を
ま
と
め
「
教
科
セ
ン

タ
ー
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
徳
・
学
級
活
動
な
ど
の
学
級
単
位
で

の
活
動
を
重
視
し
た
十
分
な
広
さ
を
持

つ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
が
、
異
学
年
の
交
流

を
意
図
と
し
て
隣
接
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
装
に
は
地
域
材
で
あ
る
丸
山
杉

の
積
極
的
な
活
用
や
ト
イ
レ
洗
浄
へ
の

雨
水
利
用
な
ど
環
境
に
も
配
慮
し
た
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
同
校
の
施
設
が
、
学
校
教

育
環
境
の
質
的
整
備
に
関
し
て
優
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
、
市
が
文
教
施
設
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
道
路
環
境
美
化
活
動
が
認

め
ら
れ
、
和
田
町
小
川
区
道
路
愛
護
団

体
（
笹
子
英
雄
会
長
ほ
か
98
人
）
は
国

土
交
通
大
臣
表
彰
、
ま
た
、
同
町
下
三

原
区
道
路
愛
護
会
（
池
田
忠
雄
会
長
ほ

か
１
３
４
人
）
は
日
本
道
路
協
会
長
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
２
団
体
は
、
多
年
に
わ
た

り
道
路
愛
護
の
精
神
で
、
県
道
、
市
道

な
ど
の
地
域
の
道
路
、
そ
の
周
辺
の
美

化
保
全
活
動
な
ど
を
会
員
一
丸
と
な
っ

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
和
田
地

石井市長と青木教育長

石井市長と笹子区長

丸
山
中
学
校
が

優
良
施
設
表
彰

表彰を受けた丸山中学校

区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
美

化
運
動
」
に
は
多
く
の
会
員
が
積
極
的

に
参
加
し
、
道
路
沿
い
の
周
辺
の
清
掃
、

草
刈
、
側
溝
の
維
持
管
理
な
ど
、
会
員

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ
て

き
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

両
区
長
は
「
今
後
も
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
、
道
路
の

清
掃
活
動
な
ど
で
、
地
域
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。

「
和
田
町
小
川
区
道
路
愛
護
会
」

国
土
交
通
大
臣
表
彰

道
路
環
境
美
化
に
貢
献
し
表
彰

石井市長と池田区長

「
和
田
町
下
三
原
区
道
路
愛
護
会
」

日
本
道
路
協
会
長
表
彰

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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７
町
村
合
併
後
、
新
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

～総合計画策定に関するアンケートの実施～
市内在住者から無作為に選ばせていただいた2,500人を対象として、『これからのまちづくりのための

市民意識調査』を実施いたします。
アンケート調査の対象となった人は、アンケートにご協力をお願いします。
また、同封の返信用封筒で期日までに忘れずにご投かんください。市民の皆さまの意見を反映させなが

ら、より良い計画をつくるために、必要な調査ですので、ご協力お願いします。
問い合わせ 企画政策課総合計画班　TEL 33－1011

南房総市政に参画しませんか
市では、総合計画を策定するにあたり、まちづくりに対し意欲のある人を「総合計画審議会委員」と

して募集します。
1．応募資格 市内に住所を有する年齢が満18歳以上（平成18年4月2日現在）で、審議会などの委員

ではない人。
2．募集人員 3人
3．任　　期 委嘱の日（平成18年10月下旬）から平成19年12月末日まで
4．活動内容 市総合計画に関する事項について調査および審議をしていただきます。
5．応募方法 規定の応募用紙に所定の事項を記入し、小論文を添えて、郵送かＦＡＸ、または電子メー

ルにより提出してください。
小論文のテーマは、「これからのまちづくりにおける市民の役割」について、市民の立場
でのご意見、ご提案などを800字以内で文章にしてください。
※応募用紙は、企画政策課（別館2階）および各支所の窓口に備えています。
また、市のホームページからもダウンロードできます。

6．応募締切 10月2日（月）※期限厳守
7．選考方法 小論文について審査し選考とします。
8．応募先および問い合わせ

〒299―2492 南房総市富浦町青木28
企画政策課総合計画班　 TEL 33－1011 FAX 20－4593
e-mail kikaku@city.minamiboso.chiba.jp

日　　　　　時 
10月  1日（日）午後7時 
10月  3日（火）午後7時 
10月10日（火）午後7時 
10月13日（金）午後7時 
10月16日（月）午後7時 
10月24日（火）午後7時 
10月27日（金）午後7時 
11月  5日（日）午後2時 
11月  7日（火）午後7時 
11月  8日（水）午後7時 
11月  9日（木）午後7時 
11月14日（火）午後7時 
11月15日（水）午後7時 
11月21日（火）午後7時 
11月24日（金）午後7時 
11月28日（火）午後7時 

会　　　　　場 
市役所別館大会議室 
市役所別館大会議室 
富山コミュニティセンター 
富山公民館 
三芳農村環境改善センター 
白浜フローラルホール 
白浜小学校体育館 
七浦小学校体育館 
千倉漁村センター 
千倉公民館 
千倉保健センター 
丸山公民館 
丸山農業者トレーニングセンター 
和田コミュニティセンター 
和田地域福祉センター 
北三原小学校体育館 

地 区  
 
富 浦  
 
富 山  
 
三 芳  
 
白 浜  
 
 
千 倉  
 
 
丸 山  
 
 
和 田  

地　域 
八　束 
富　浦 
平　群 
岩　井 
三　芳 
長　尾 
白　浜 
七　浦 
忽　戸 
朝　夷 
健　田 
千歳・豊田 
丸 
和　田 
南三原 
北三原 

問い合わせ 秘書広報課　TEL 33－1002
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心
室
細
動
な
ど
致
死
性
の
不
整
脈
の
状
態

を
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ

と
に
よ
り
、
正
常
な
状
態
に
戻
す
器
械
で
、

平
成
16
年
７
月
か
ら
一
般
市
民
に
よ
る
使

用
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
安
房
郡
市
消
防
本
部
で
は
、
救

急
法
講
習
の
一
環
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱

い
に
つ
い
て
の
講
習
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
際
に
使
用
す
る
の
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー

ナ
ー
（
訓
練
用
機
器
）
で
す
。

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
、
実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
命
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
警
防
課
　

TEL

22
―
２
２
３
３
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水
道
加
入
者
（
三
芳
水
道
企
業
団
加
入

者
除
く
）
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
交
換
業
務
の
た
め
、
９
月
30

日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
間
、
市
の
水
道

指
定
工
事
店
が
宅
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
で
漏
水
の
点
検
を
！

「
水
道
料
金
が
急
に
値
上
が
り
し
た
」

と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原

因
の
一
つ
に
漏
水
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
点
検
を
お
勧
め

し
ま
す
。

確
認
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
締
め
た
状
態

に
す
る
。

２．

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー

ク
を
（
写
真
参
照
）
を
確
認
す
る
。

・
回
っ
て
（
動
い
て
）
い
な
け
れ
ば
漏

水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
わ
ず
か
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
市

水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

※
　
営
業
な
ど
で
使
用
水
量
が
多
い
事
業

所
な
ど
で
は
、
毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
に

メ
ー
タ
ー
を
読
ん
で
水
量
を
確
認
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
日
の
使
用
水
量

が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
、
早
期
に
漏
水

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課

TEL
46
―
２
９
５
３

安
房
郡
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
７
台
配
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金

を
元
に
し
た
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
か

ら
の
助
成
事
業
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
も

の
で
、
今
後
、
こ
の
７
台
を
含
め
13
台
で

の
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
心
臓
の
心
室
が
小
刻
み
に
震
え
、
全

身
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

試
験
日

11
月
26
日
（
日
）

会
　
場

千
葉
県
立
館
山
高
等
学
校

受
験
料

甲
種
　
５
０
０
０
円

乙
種
　
３
４
０
０
円

丙
種
　
２
７
０
０
円

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

受
験
に
必
要
な
知
識
、
物
理
化
学
、
法

令
な
ど
の
説
明

講
習
日

10
月
26
日
（
木
）

会
　
場

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料

５
９
０
０
円

（
受
講
料
３
５
０
０
円
、
テ
キ
ス
ト
代
２

４
０
０
円
）

※
乙
種
第
４
類
の
問
題
集
は
別
売
り
（
１

３
０
０
円
）

受
付
期
間

10
月
２
日(

月)

か
ら
10
月
11
日(

水)

ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
願
書
は
受
付
場
所
で
受
付
の
一
週
間
前

か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
場
所

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

鴨
川
消
防
署
・
千
倉
分
署
・
鋸
南
分
署

問
い
合
わ
せ

安
房
郡
市
消
防
本
部
　
予
防
課

TEL

22
―
２
２
３
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
を
行
い
ま
す
！

安
房
郡
市
消
防
本
部
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
を

７
台
配
備
し
ま
し
た

新たに導入されたAEDトレーナー



皆さんの声援がランナーたちの力に

9月23日『第36回ロードレース千倉』開催
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9月23日（土・秋分の日）に｢第36回ロードレース千倉｣が開催
されます。
南房総市誕生後初めてとなる本大会は、約2,000人のランナー

が参加し、初秋の千倉路を走ります。ランナーが気持ちよく走れ
るよう皆さんの声援をお願いします。
なお、千倉漁港付近では、午前9時から午後1時まで交通規制さ

れ進入禁止となりますので、ご注意ください。また、大会を安全

安安安安房房房房ススススポポポポ・・・・レレレレクククク祭祭祭祭（（（（アアアアドドドドベベベベンンンンチチチチャャャャーーーーウウウウォォォォーーーーククククララララリリリリーーーー大大大大会会会会））））参参参参加加加加者者者者募募募募集集集集
安房地方体育指導委員連絡協議会では、親睦・交流と健康で明るい地域づくりを目的に、家族や友だち、小さな
お子さんから高齢者まで誰でもが、気軽に楽しめるアドベンチャーウォークラリー大会を開催します。
アドベンチャーウォークラリーは、グループごとにチェックポイントを探しながら歩きます。チェックポイント
では、さまざまな質問やスタッフから課題が出されます（例：全員がスタッフとじゃんけんをして勝ったら次のポ
イントへなど）。時間内に回れるだけのポイントを通過し、ゴール後、その合計ポイントで順位を競います。
各グループの体力などに合わせてグループで協力しながら楽しく健康づくりができます。
秋の１日、家族や友だちで気持ちの良い汗を流しませんか! !
参加要項は下記のとおりです。
1．期　　日 10月29日（日）【雨天中止】
2．場　　所 大房岬少年自然の家
3．日　　程

4．参加資格 安房地域在住で、元気に歩ける人（同伴者がいれば、車椅子、ベビーカーなどでの参加可能）
※　会場内には階段があります。

5．参 加 費 1人100円（行事保険料含）参加費は当日受付にて！
6．持 ち 物 昼食、飲物、敷物、その他各自必要なもの
7．申込方法 4人から7人程度のグループで申込ください（個人での参加も受付ます。その場合、事務局にてグルー

プづくりを行います）。氏名・年齢・住所・連絡先をハガキまたは電話などで申込ください。
8．申込締切 10月10日（火）必着
9．開催決定 悪天候の時、開催決定を午前7時に行います。確認は教育委員会スポーツ課または、安房スポ・

レク祭事務局：館山市教育委員会スポーツ課（TEL22－3696）まで
申込および問い合わせ　〒299－2592 南房総市岩糸2489 教育委員会スポーツ課

TEL 46－2964 FAX 46－4059

皆さんの声援がランナーたちの力に

9月23日『第36回ロードレース千倉』開催

受　付（大房岬少年自然の家体育館） 
開会式 
アドベンチャーウォークラリー大会 
昼　食 
楽しいニュースポーツ体験 
閉会式 

8：30～  8：50 
9：00～  9：30 
9：30～12：00 
12：00～13：00 
13：00～14：00 
14：00～ 

交通規制区間

に運営するため路上駐車はご遠慮ください。
問い合わせ
第36回ロードレース千倉実行委員会
TEL 44－1331

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ



オータムジャンボ宝くじ
発 売 期 間 9月25日（月）から10月13日（金）まで
発 売 方 法 全国の宝くじ売場

通信販売でも購入できます。
抽　選　日 10月18日（水）
発売予定額 390億円（13ユニット）
発 売 単 価 1枚　300円

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに
使われます。

独立行政法人平和祈念事業特別基金では、次の該当者
に内閣総理大臣名の書状などを贈呈しています。
○旧軍人などで恩給などを受けていない恩給欠格者
○終戦に伴い本邦以外の地域から引き揚げてこられた人
・請求書類は、社会福祉課および各支所地域福祉課の窓
口においてあります。
・すでに請求された人は再度請求できません。
・資格要件などの問い合わせは、独立行政法人平和祈念
事業特別基金まで

フリーダイヤル　0120－234－933
ホームページアドレス　http://www.heiwa.go.jp

市営路線バス（富浦線）は、9月21日（木）から
10月31日（火）まで富浦町多田良北浜地区への試験
運行乗り入れを行います。
運行するのは平日のみで、共栄荘前を午前9時40

分発、元気倶楽部着午前9時43分の第2便と、元気倶
楽部を午前11時54分発、共栄荘前着午後12時2分の
第4便の2本運行となります。
バスは自由乗降となりますので運転手に手を挙げ

て合図してください。
問い合わせ
企画政策課　地域交通係　TEL 33－1009

公証週間（10月1日～7日）
“公正証書は、あなたの大切な財産を守ります。”
～無料公証相談所を開設します～

相　談　所 館山市北条2169－1
千葉地方法務局館山支局　2階相談室

日　　　時 10月6日（金）午前10時から午後4時まで
予　約　先 千葉地方法務局館山支局　

TEL 22－0620
予約開始日 9月25日（月）
相　談　員 館山市八幡32－2 館山公証役場

公証人　富田隆夫　TEL 22－5528

※予定数(10組)に達した場合には、締め切らせていただきます。

10月1日事業所・企業統計調査を実施します。
9 月下旬から各事業所に調査員がお伺いします。

事業所・企業統計調
査は商店や工場、営
業所、事務所、銀行、
学校、旅館、学習塾、
病院、寺院など、す
べての事業所が対象
となる大規模な統計

調査です。
統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれからの
行政を考える重要な基礎資料として活用されます。
9月下旬から「調査員証」を携行した調査員が各事業所に調

査票記入のお願いに伺います。どうぞご協力をお願いします。
調査は日本全国すべての事業所が対象です。
問い合わせ 企画政策課　統計係　TEL 33－1012
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平成18年　事業所・企業統計調査 恩給欠格者、引揚者の皆さんへ

千葉県獣医師会で毎年行われている飼い犬・飼い
猫に対する避妊・去勢手術の助成事業が今年も行わ
れます。千葉県獣医師会に往復はがきで応募し、利
用券が交付されます。利用券を使った際の助成金額
は5000円です。応募期間は9月20日（水）から9月
26日（火）（26日の消印有効）までです。
なお、この事業は、抽選を行っており抽選もれの

可能性がありますのでご了承ください。
申込を希望される人は、各支所の地域福祉課（三芳支

所は地域総務課）もしくは環境保全課に応募に関する詳
しいパンフレットがございますので問い合わせください。
問い合わせ 環境保全課　TEL 33－1053

飼い犬・飼い猫の避妊・去勢手術支援事業

市営路線バス（富浦線）

等　　級 
1　　　　等 
1等の前後賞 
1等の組違い賞 
2　　　　等 
3　　　　等 
4　　　　等 
5　　　　等 
6　　　　等 
7　　　　等 

当せん金 
1億5,000万円 
各2,500万円 

10万円 
1,000万円 
100万円 
5万円 
1万円 

3,000円 
300円 

本　　　数 
26本 
52本 

2,574本 
26本 
260本 

39,000本 
260,000本 

1,300,000本 
13,000,000本 

白浜町共通商品券は、8月31日で発売を終了しま
した。お手持ちの商品券は、平成19年3月31日まで
従来どおり利用できます（白浜商工会友の会商品券
〈旧券青色〉も同様です）。
長い間ご利用いただき心からお礼申し上げます。

問い合わせ
白浜町共通商品券共同組合・白浜商工会友の会　
TEL 38－4511

白浜町共通商品券の廃止

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ



メタボリックシンドロームを防ぐには！
１．食べすぎを避け、腹八分目を心がける。
２．アルコールは、ほどほどに（1日に日本酒なら1合、ビールなら中ビン1本程度）。
３．寝る前3時間は食事をしない。
４．週に4～5日、1日30分はウォーキング、早歩きなどの有酸素運動をする。
５．たばこはやめる。
６．睡眠を十分にとり、ストレスを解消する。
７．検査値が基準値内に下がった後も、定期的に検査を受ける。
※ 以上のポイントを実行し、内臓脂肪を減らすと、検査値が劇的に改善されます。その後も、良好な状態を保っ
て動脈硬化を予防するために、継続していきましょう！

仕事でも家庭でも、責任の大きい40代、50代。
もしや、健康診断で「血圧がやや高いね」とか、「血糖値が高め」

または「中性脂肪の値が高い」「コレステロール値がちょっと・・」
などと言われていませんか？
こんな指摘を受けていながら、ついつい、いままでの生活を続けているのではないでしょうか。
そのうえ、あなたがもし“肥満ぎみ”なら、それは、かなりの“要注意”です!!
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問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

「1に運動　2に食事　
しっかり禁煙　最後にクスリ　

～良い生活習慣は、気持ちがいい！～」

メタボリックシンドロームとは・・・
内臓に脂肪がたまる「内臓脂肪肥満型」の人

が、「高脂血症（中性脂肪やコレステロール値

の異常）」や「糖尿病」「高血圧」の芽を1人で2

つ以上持っている状態のことです。一つひとつ

の数値に異常はなくても、これらの危険因子を

複数合わせもつことによって動脈硬化が進行

し、心臓病や脳卒中といった死に至る恐ろしい

病気に一歩一歩近づいていきます。

肥　満
おへその高さで、腹囲を測定

85cm以上　90cm以上
男性 女性

肥満と、下の項目の2つ以上が当てはまる人は、
“メタボリックシンドローム”です。

血　糖

空腹時血糖値が

110㎎/dl以上

血清脂質
中性脂肪値が
150㎎/dl以上
または

HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値が
40㎎/dl未満

血　圧

収縮期（うえ）が

130㎜Hg以上
拡張期（した）が

85㎜Hg以上

中高年が 
ねらわれています！ 
中高年が 
ねらわれています！ 
中高年が 
ねらわれています！ 
中高年が 
ねらわれています！ 

～市を新たな活動の拠点とし、健康教育の実施～
富山保健福祉センターなどを会場に、日本医科大学と聖路加看護大学の学生がつくる農村医学・医療研究会のメンバ
ー25人が訪れました。今年から、富山国保病院の鈴木孝徳院長を通じて、「健康測定とその
改善法」および「手指を使った運動で脳活性」のテーマで、計4回健康教育を実施しました。
「健康測定とその改善法」では、身長・体重・血圧および骨密度の測定を実施し、その
データをもとに骨粗しょう症や高血圧・メタボリックシンドロームなどの講義をしました。
また高齢者を対象とした「手指を使った運動で脳活性」では、あとだしじゃんけんなど
の手遊びの後、転倒予防についての運動を中心に講義が行われ、参加者からは「楽しかっ
た」「ぜひ、また来て話をしてほしい」と好評でした。

健康教室の様子

～あなたにせまるメタボリックシンドロームの恐怖～

健
康
だ
よ
り



第1回「ツール・ド・ちば2006」開催

自然散策探検学級（里・山を歩く） 参加者募集（全5回コース）
自然の中で心身ともにリフレッシュし、仲間づくりをしながら、房州の新たな自然発見を求め、自然散策探検学級を開催します。健康なあな
たの（男性歓迎）参加をお待ちしています。
市民バス利用 全日程とも午前9時出発、午後3時30分に千倉公民館着予定です。
持参するもの 弁当・水筒・敷物など
日　　　　程 ※小雨決行（状況によりコースの変更あり）

①10月17日（火）安馬谷（丸山地区）の里山散策コース　②11月15日（水）旧千倉街道めぐり（館野→真野寺→宇田）コース
③12月19日（火）高塚山（平磯登り口から）コース　　　④ 1月17日（水）館山・畑から千倉コース
⑤ 2月21日（水）館山・野鳥の森から天神山　コース　

募 集 人 員 25人　　　参　加　費 原則無料　（都合により参加費徴収をする場合あり）
講　　　　師 山野草研究会員　　家城保夫先生　　　申 込 期 限 10月3日（火）

パソコン教室（初心者対象）参加者募集（全10回コース）
初心者（文字の入力ができない人）を対象として、パソコン教室を開催しますので、ご参加ください。

開　催　日 ○文字の入力　　①10／17（火）②10／19（木）③10／24（火）④10／26（木）
○ワード学習　　⑤11／ 2（木）⑥11／ 7（火）⑦11／ 9（木）
○エクセル学習　⑧11／14（火）⑨11／16（木）⑩11／21（火）

時　　　　間 午後7時30分から午後9時30分まで　 場　 所 千倉公民館　　　募集人員 15人
参　加　費 無料　　　講　　師 黒川先生他　　　申込期限 10月3日（火）

2006年 9 月号 15

昔
む
か
し
、
健
田
た
け
だ

の
瀬
戸
に
一
人
の
孝
行
な
娘

が
お
り
ま
し
た
。
老
い
た
母
と
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
母
が
重
い
目
の
病
に
な
っ

た
た
め
、
看
護
で
野
良
仕
事
が
で
き
ず
、
自
分
の

食
べ
物
を
減
ら
し
て
、
母
へ
お
粥
を
与
え
ね
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
日
々
が
続
い
て
い
る
あ
る
朝
、
母
が
病

に
や
つ
れ
た
顔
を
上
げ
、「
大
豆
の
お
粥
が
食
べ
た

い
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
娘
は
母
の
命
が
短
い
と

悟
り
、
そ
の
望
み
を
叶
え
て
あ
げ
よ
う
と
、
懇
意

な
家
を
尋
ね
ま
し
た
が
生
憎
あ
い
に
く

大
豆
は
品
切
れ
で
し

た
の
で
、
他
の
家
に
行
き
ま
す
と
、
そ
こ
で
は
、

「
銭
を
持
っ
て
こ
ね
ば
駄
目
だ
」
と
分
け
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
娘
は
、
し
お
し
お
と
家
に
帰
り

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
母
の
望
み
を
叶
え
て
や

り
た
く
、
夜
を
待
つ
と
、
そ
の
家
の
物
置
へ
忍
び

込
み
一
握
り
の
大
豆
を
持
ち
出
し
た
の
で
す
。

孝
行
娘
の
し
た
行
為
で
も
悪
い
事
は
悪
い
事
。

夜
番
の
男
に
見
つ
か
り
、
用
心
棒
で
打
ち
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
ま
す
と
、
不

思
議
な
事
で
す
が
、
瀬
戸
で

は
何
度
大
豆
を
ま
い
て
も
、

ぶ
ん
ぶ
ん
虫
が
食
べ
て
し
ま

い
、
絶
対
育
た
な
く
な
っ
た

の
で
す
。
誰
と
は
な
く
、

「
孝
行
娘
の
崇た
た

り
だ
」
と
噂

を
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～第５話～
生稲謹爾
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千倉公民館から　問い合わせ　千倉公民館　TEL 44－3121

かずさアカデミアパーク（木更津市）をスタート・ゴールとし、3日間かけて房総半島を一周するサイクルイベント
が10月7日（土）から9日（月・祝）まで実施されます。
このイベントには、県内外から1000人以上のサイクリストの参加が予定されており、当市では、2日目の10月8日

（日）に和田支所前から海岸を通り和田漁港を通過、サイクリングロードに入り、ローズマリー公園やちくら潮風王国
を経由してゴールの野島崎東駐車場へ向かいます。走行時間は、正午ごろから午後5時ごろまでです。
3日目の10月9日（月）には、野島崎東駐車場をスタートし、フラワーラインに向かい、館山市を通過して三芳郵便

局付近から再び当市に入り、鄙の里や富山国保病院、コスモクラシッククラブ入口を通過します。走行時間は、スター
トの午前7時30分から正午ごろまでです。
サイクリストが通過する時間帯によっては、道路が渋滞することが予想されますが、サ

イクリストの安全走行にご協力をお願いします。
▽10月7日（ 土　）107km
かずさアカデミアパーク→袖ヶ浦→市原→千葉→大網白里→成東→松尾→蓮沼→九十九
里→白子
▽10月8日（ 日　）102km
白子→長生→睦沢→大多喜→勝浦→鴨川→和田→丸山→千倉→白浜
▽10月9日（月・祝）101km
白浜→館山→三芳→富山→鴨川→君津→かずさアカデミアパーク
問い合わせ ツール・ド・ちば2006実行委員会事務局

TEL 043‐221‐4477 http://tour-de-chiba.jp/
商工観光課　TEL33‐1091
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第1回「ツール・ド・ちば2006」開催
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園舎は、緑色のとんがり屋根に時計台があり、室内に

は空間が大きく広がり、明るくてログハウス調の造りと

なっています。また、ランチルームでは年少組、年長組

が一緒に楽しく給食を食べています。子どもたちは、毎

日大好きなアスレチック・スクーター・サッカー・砂場

などで元気に伸び伸びと遊んでいます。

近くには、石堂寺の森があり、たくさんの大きな木、

花や虫、木の実などが四季折々、子どもたちにいろいろな姿を見せてくれます。７月

の園外保育では、「あ、樹液
じゅえき

だ」「本当だ、かぶと虫がくるよ」と好奇心旺盛な子ども

たちは、大喜びでした。

園では、いろいろな友だちや地域の人と触れ合

うことの大切さを考え長尾幼稚園との交流会、ふ

るさと納涼の夕べ、お年寄りとの遠足や発表会、餅つ

きとさまざまな行事に積極的に参加しています。

子どもたちが、自然や地域の人と触れ合い、ふるさ

とを大切に思う心を持ち、優しく、たくましく成長し

てくれることを願っています。

がんばれ、丸っ子たち！

16 2006年 9 月号

～ハイウェイオアシス「ふらり」～収穫体験満載
富 楽 里 と み や ま

「富楽里とみやま」は、平成15年4月にオープンした道の駅です。
「富山の楽しい里」を短く表現し、誰でも「ふらり」と立ち寄れるス
ポットになってほしいという願いが込められています。
富楽里の大きな特徴として、隣接の富津館山自動車道路（有料道路）
からも利用できる「ハイウェイオアシス」としての機能があります。
南房総の玄関口として、充実した観光情報を提供し、ドライブ途中
の憩いのスポットとなっています。
海や山、自然にめぐまれた富楽里の魅力はなんといっても、四季
折々の味わいのある新鮮な素材です。１階直売所では、旬の野菜や切
り花、鮮魚、地元の特産品がずらりと勢ぞろい。2階では、獲れたて
の地魚をたっぷりと楽しめるレストランや地元の食材を使った軽食コ
ーナーも人気です！
また、枇杷狩りやみかん狩りなどの充実した収穫体験もできます。
皆さんも、ぜひ“ふらり”と遊びに来てください。

道の駅「富楽里とみやま」

店内に並ぶ新鮮野菜

やさしく、げんきな、丸っ子たち！
丸幼稚園
（丸山地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

大好きなアスレチック

長尾幼稚園との交流会
先生こっちに来て！カニが
いたよ！

大好きなアスレチック 

わーい！プールは気持ちいいなー！ 
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